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新入学児童との交流会 

 

 

 

 

 

 「絆」という文字。元々は２つに分かれているものが、

糸で結ばれるように、深い縁でつながり合う…そんな意

味を表しています。 

さて、早いもので一年間のゴールが近づいてきました。

６年生は中学校に、在校生は次の学年に、それぞれ進学・

進級しようとしています。来るべき卒業式と新年度のス

タートを見据えながら、今まさに北小っ子が絆を深めて

います。 

「６年生との思い出づくり」 

 昼休みを活用し、１年生と６年生が「鬼ごっこ」を楽

しんでいる様子です。教室が隣同士で触れ合う機会も多

く、とても深いつながりがあります。別れを惜しみつつ

も、お互いに終始笑顔の交流遊びでした。今後、すべて

の学年との思い出づくりが行われる予定です。 

「校旗継承式」 

６年生の「学校を託す」という願い、在校生の「私た

ちがしっかり受け継ぐ」という決意。そんなそれぞれの

思いが重なり合ったすばらしい式になりました。現リー

ダーの６年生、次期リーダーである５年生。どちらの姿

もたいへん立派でした。北小の未来がとても楽しみです。 

「新入学児童との交流会」 

出会いの場面では、優しく名前を呼びながら、ペアと

なる新入生を探す５年生。最初は双方ともに緊張ぎみの

様子でしたが、交流が終わり「楽しかった～」と言いな

がら帰ってくる新入生と５年生の姿を見て、ほっと胸を

なでおろしました。 

４月はもうすぐそこです。 

『卒業式の「卒」という文字をよく見てごらん。屋

根の下に「人」が２つありますね。一つは在校生、一

つは卒業生と捉えることができます。同じ屋根の下で

暮らせる残りわずかな時間、双方にとって「十（プラ

ス）」となる日々を過ごしていきましょう。』…これは

先日、卒業を控えた６年生に話した内容です。卒業生、

在校生共に左に示した「あいこうしん」を意識し、双

方の最高の姿が重なり合う式にしたいと思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３月の行事予定 
６日（木） 卒業式練習(３校時) 特別日課開始(～18日)※ただし 12 日は水曜日課   

７日（金） 家庭読書の日 

１０日（月） ＳＶ(ｽｰﾊﾟｰﾊﾞｲｻﾞｰ)浦川先生来校（最終） 

１１日（火） 卒業式予行練習 

１２日（水） 移動図書(回収完了) 

１３日（木） 卒業式前日準備 

１４日（金） 令和６年度 第６５回卒業証書授与式 

２４日（月） 修了式 離任式 

【令和７年度 ４月の主な行事予定】 

７日（月） 着任式 第１学期始業式  

８日（火） 給食開始（２～６年） 入学式準備 

９日（水） 入学式  

１５日（火） 避難訓練 ＰＴＡ新旧役員会・評議員会 

１６日（水） １年生給食開始 交通安全教室   

１７日（木） 学力調査４・５・６年（全国・県・市） 

１８日（金） 歓迎遠足 

２４日（木） 授業参観・学級ＰＴＡ・ＰＴＡ総会 

２５日（金） 知能検査（３年）  西海市教育研究会理事会・専門部会 

 ５月１８日(日)…運動会(予定)      ５月２６日(月)～３０日(金)…保護者面談 

 ６月１９日(木)…授業参観・学級ＰＴＡ  ７月１８日(金)…１学期終業式  

【令和 5年 12月】   【令和６年 12月】  調査結果を端的に表すなら「確かな 

成果」が見られたと言えます。左はそ 

の躍進ぶりを象徴する数値です。 

この調査では国語・算数の２教科を、 

３年生から６年生までの４学年で実施 

するので「２教科×４学年」＝８つの 

数値（正答率）が出ます。 

 この分数は、その８つの数値のうち、「目標値」を超えたものがいくつあるかを示して

います。昨年度の「３」から「６」と、大きく２倍に伸びました。学校全体で、本気に

なって学力向上に取り組んできた成果が表れ、大きな手応えを感じています。 

 このような躍進を支えたものの一つに「個人カルテ」の存在があります。病院にある

個人カルテの「学習版」です。具体的には、一人ひとりが過去の調査問題でどんな学習

内容につまずいているかを総点検し、計画的に補充していくという取組です。担任だけ

でなく、学校全体で組織的に取り組んだことも功を奏しました。まだまだ道半ばですが、

これからも本気になって、子どもたちと一緒に「学ぶ楽しさ」を追求していきます。 

 最後に、この伸びをさらに本物にしていくためのポイントを大きく３つ挙げます。 

① 文章を正しく読み取ったり、そこから必要な情報を抽出したりする力がまだ不十分です。低 

学年のうちから読書に親しみ、すらすら読む力を育てるとともに読書の習慣化を目指します。 

② 漢字の書き取りや四則の計算など、基本的な内容でのミスが目立ちます。日頃から 

ノートに見やすくていねいに書いたり、計算したりする力を育てていきます。 

③ 学ぶ楽しさを実感するために、毎日の家庭学習を計画する力を育てていきます。 

 

                         

６ 

８ 

３ 

８ 


